
茨城県地域包括ケア・リハビリテーション専門職指導者
（下記のA・Bを取得すること）

茨城県介護予防リハビリテーション専門職指導者養成研修
主催：茨城県リハビリテーション専門職協会

茨城県内のPT・OT・ST士会員

茨城県リハビリテーション専門職協会のホームページより申し込み。
https://sites.google.com/site/irpa08/home
【注意事項】
・茨城県理学療法士会、茨城県作業療法士会に研修の免除規定あり。茨城県言語聴覚士会は免除規定なし。

A：介護予防推進リーダー

初期研修：履修時間２４０分（４コマ）
（免除規定あり）

導入研修：履修時間３５５分（６コマ）
実践研修：履修時間３６０分（４コマ）

B：地域包括ケア推進リーダー

初期研修：履修時間１２０分（２コマ）（免除規定あり）
導入研修：履修時間３８０分（６コマ）
指定研修：履修時間６１５分（５コマ）
 認知症サポーター養成講座（免除規定あり）
 生活行為向上マネジメント研修（免除規定あり）
実践研修：履修時間３６０分（４コマ）

※初期研修以外は、順不同で履修可能。また、年度をまたいでの履修可能。

https://sites.google.com/site/irpa08/home


研修概要

 医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供される「地域包括ケアシステム」の構築の実現が全国的に急務とされるなか、茨

城県作業療法士会・茨城県理学療法士会・茨城県言語聴覚士会は、3士会がリハビリテーション専門職種として一丸となるべく、平成

26年に茨城県リハビリテーション専門職協会を設立し、平成26年度には県内44市町村担当者を選出いたしました。

 平成27年度は3士会共通の研修プログラムを策定し「A:介護予防推進リーダー」と「B:地域包括ケア推進リーダー」の2つの認証コー

スを全国に先駆けて設定しました。

 この2つの認証コースはそれぞれ<初期研修><導入研修><指定研修(認知症)(活動参加)><実践研修>から構成されております。

 本研修の一部は日本理学療法士協会の「地域包括ケアシステムに関する推進リーダー制度」と内容を同一にしておりますので、茨

城県理学療法士会員は日本理学療法士協会の認証コースの習得が可能となります。

 また日本作業療法士協会が実践しております「生活行為向上マネジメント基礎研修会」を含みますので、茨城県作業療法士会員は

受講後「生活行為向上マネジメント実践研修会」への参加が可能となります。

 本研修はリハビリテーション専門職種の地域包括ケアシステム活動推進において、地域リハビリテーション活動支援事業への参画促

進や市町村・関連他団体との連携強化など、茨城県における体制整備をすすめるうえで、大変重要な研修会と位置付けております。

 「どの機関に所属しても医療・介護・福祉・地域のコミュニティーまで把握するのは専門家の役割」の理念を含み、医療・介護の域を超

え、職種の域を超え、経験年数の域を超え県内全てのリハビリテーション専門職種(士会員)を対象とした研修会となります。茨城県

の地域包括ケアシステムの発展の一環として、3士会員皆様のご参加をお願い致します。

 本研修は茨城県より平成27年度地域医療介護総合確保基金の交付を受け、茨城県の地域包括ケアシステムの推進を目的に、県内

のリハビリテーション専門職を対象とした研修会事業として実施いたします。



免除規定（理学療法士）
１）初期研修

日本理学療法士協会「地域包括ケアシステムに関する推進リーダー制度」のeラーニング

(有料)受講者は初期研修が免除となります。また、2014年・2015年に「士会指定事業」の

参加があり、下記の「推進リーダー推薦基準」該当者は日本理学療法士協会「地域包括

ケアシステムに関する推進リーダー制度」のeラーニングが免除となるため、初期研修が

免除となります。ケアマネ資格取得者なども、eラーニングが免除となりますので、協会HP

で確認してください。

２）導入研修

２０１４年度に茨城県理学療法士会が実施した「介護予防推進リーダー導入研修」「地域

包括ケア推進リーダー導入研修」受講者は、該当する導入研修の受講が免除となります。

３）指定研修

生活行為向上マネジメント基礎研修会や認知症サポーター講座等すでに受講されている

項目については受講証明を以て免除となります。



＜士会指定事業一覧＞
１北茨城地域自立支援センター ボランティア活動

２訪問リハビリテーション実務者研修会

３介護予防キャラバン

４まちの保健室

５介護予防フェスティバル

６高校野球大会のメディカルサポート

７特別支援学校等への派遣事業

８ 「茨城における小児の発達を支える地域リハビリテーションを考える会」における研修会等

９ 「茨城県回復期リハビリテーション病棟の会」における研修会等

１０ 「高次脳機能障害者の支援と連携の会」における研修会等

１１茨城県立健康プラザ「介護予防体操相談支援者」事業

１２士会が推薦もしくは派遣した研修会（茨城県福祉サービス振興会主催研修など）

１３市町村や都道府県が主催する委員会等の委員の活動（市町村老人福祉計画及び介護保険事業計画委員など）

１４茨城県在宅医療・介護連携拠点事業に係わる活動

１５茨城県理学療法士学会

１６新人教育プログラム（講師、運営スタッフ）

１７理学療法士講習会（基本編・応用編）

１８茨城県臨床実習指導者研修会

１９市民公開講座（講師、運営スタッフ）

２０進路指導担当者会議

２１ NPO法人「茨城県訪問リハビリテーション協議会」における研修会等

２２その他、士会が指定する事業・行事、職務等

２３士会の指定した地域ケア会議

２４士会の指定した予防活動



＜推進リーダー推薦基準＞
１.現在、士会の理事・局長・部長・委員長・監事・部員・ブロック長である者

２.過去に、士会の理事・局長・部長・委員長・監事を在任した者

３.理学療法部門責任者

４.市町村担当者

５.専門・認定理学療法士を認定されている者 ※領域は問わない

６.北茨城地域自立支援センター ボランティア登録

７.地域包括ケア推進リーダーモデル導入研修（東京で実施） 参加者

８.茨城県地域リハビリテーションアドバイザーを取得している者

９.３士会主催の訪問リハビリテーション実務者研修会を修了した者

１０.茨城県地域リハビリテーション支援体制指定病院等に常勤している者

１１.地域医療支援病院、回復期リハビリテーション病棟あるいは地域包括ケア病棟を有する病院に

常勤している者

１２.県あるいは市町村に常勤している者

１３.その他、会長が認めた者



＜推進リーダー推薦基準に該当する場合＞
①日本理学療法士協会「地域包括ケアシステムに関する推進リーダー制度」のeラーニング(有料)が免除となりま
す。免除申請には、茨城県理学療法士会から介護予防推進リーダーと地域包括ケア推進リーダーの２つの「推進
リーダー推薦書」が必要となります。士会指定事業と士会からの推薦基準に該当し、「推進リーダー推薦書」を希望
する方は、下記の項目を記入し、info@pt-ibaraki.jpへメールしてください。士会で確認後、「推進リーダー推薦書」を
お送りします。
メール件名：「地域包括ケアシステム推進リーダー推薦書希望」と明記
項目：１.名前 ２.会員番号 ３.所属 ４.推薦を希望する推進リーダーの名前（介護予防推進リーダー・地域包括ケ
ア推進リーダー、両方の場合はその旨を記入） ５.参加した士会指定事業とその年度 ６.士会からの推薦基準の
該当項目

＜推進リーダー推薦基準に該当しない場合＞
①茨城県「茨城県介護予防リハビリテーション専門職指導者養成研修」の初期研修
②日本理学療法士協会「地域包括ケアシステムに関する推進リーダー制度」のeラーニング(有料)
①②いずれかの受講が必須となります。
①を受講した場合は前頁 推進リーダー推薦基準(NO13)に該当し、かつこの研修の受講が士会指定事業の参加と
みなされるため、「推進リーダー推薦書（介護予防推進リーダー・地域包括ケア推進リーダー両方）」を初期研修日
当日に発行します。この「推進リーダー推薦書」により②の履修が免除となります。ただし、マイページから「推薦
リーダー推薦書」を添付し申請する必要があります。

②を受講（免除含む）の際は①の受講は必要ありません。

＊ 日本理学療法士協会「地域包括ケアシステムに関する推進リーダー制度」ではeラーニング(免除
含)を履修しないと導入研修の受講ができません。

補足



免除規定（作業療法士）
１）初期研修

※実務経験年数が５年以上でいずれかに該当する者。

①介護保険領域で１年以上実務を行った者。

②茨城県地域リハビリテーションアドバイザーを取得しているもの。

③介護支援専門員の資格を有するもの。

④３士会主催の訪問リハビリテーション実務者研修会を終了した者。

⑤茨城県地域リハビリテーション支援体制指定病院等に常勤している者。

⑥その他、会長が認めた者。

２）指定研修

 地域包括ケア推進リーダー研修（活動参加）

※いずれかに該当する者。

・生活行為向上マネジメント基礎研修会を終了している者。

・生活行為向上マネジメント実践者を取得している者。

 地域包括ケア推進リーダー研修（認知症）

※いずれかに該当する者。

・認知症サポーター養成講座を受講している者。

・認知症キャラバンメイトを取得している者。


